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市政ここが聞きたい いっぱん質問

�

本
年
４
月
か
ら
の
花
巻

農
協
と
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
化
の

実
施
は
、
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
点

か
ら
大
変
良
い
こ
と
だ
と
考

え
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
（
市
長
）
市
の
農
政
、
農

業
振
興
、
農
産
の
担
当
が
、

花
巻
農
協
の
営
農
振
興
課
、

農
業
改
革
推
進
室
と
ワ
ン
フ

ロ
ア
で
執
務
す
る
予
定
で
あ

る
。
農
業
改
革
の
円
滑
な
実

施
と
担
い
手
支
援
体
制
拡
充

等
、
市
の
農
政
と
花
巻
農
協

の
農
業
振
興
策
を
企
画
の
段

階
か
ら
一
体
と
な
っ
て
進
め

て
い
く
こ
と
に
有
効
で
あ
る

と
考
え
る
。

�

団
塊
世
代
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
、
各
自
治
体
は
、

定
住
先
を
斡
旋
す
る
相
談
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
た
り
、
２

地
域
居
住
な
ど
の
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
た

り
し
て
い
る
が
、
本
市
の
対

応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ

担
当
課
に
担
当
職
員
を

配
置
し
て
対
策
を
進
め
て
い

る
。
本
市
は
、
都
会
と
地
方

と
を
行
き
来
し
や
す
い
と
い

う
交
通
体
系
の
優
位
性
を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
大
き
く
訴

え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
農

耕
地
と
セ
ッ
ト
に
し
た
住
居

の
提
案
を
行
う
な
ど
、
多
様

な
提
案
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

藤原 晶幸 議員
（明和会）

格
差
社
会
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解

農
政
課
と
農
協
と
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
化

農
業
改
革
の
円
滑
な
実
施
等
に
有
効

団団
塊塊
世世
代代
へへ
のの
対対
応応

�
　
市
役
所
に
お
け
る
時
間

外
勤
務
の
発
生
理
由
と
そ
の

妥
当
性
を
ど
の
よ
う
に
管
理

し
て
い
る
の
か
。
業
務
の
効

率
化
と
経
費
の
節
減
の
観
点

か
ら
伺
う
。

Ａ
（
総
務
部
長
）
災
害
等
の

臨
時
的
な
場
合
や
季
節
的
な

事
務
の
繁
忙
期
等
に
時
間
外

勤
務
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

判
断
は
、
所
属
長
に
委
ね
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
管
理

の
下
、
時
間
外
勤
務
命
令
を

行
っ
て
い
る
。
事
務
事
業
の

見
直
し
や
事
務
手
続
き
の
簡

素
化
等
に
よ
り
、
時
間
外
勤

務
の
縮
減
と
経
費
節
減
に
努

力
す
る
。

�

視
覚
障
害
者
の
来
庁
に

対
応
す
る
た
め
、「
活
字
読
み

上
げ
装
置
」
を
市
役
所
の
窓

口
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
（
保
健
福
祉
部
長
）
国
で

は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の

円
滑
な
運
用
の
た
め
、「
障
害

者
自
立
支
援
対
策
臨
時
特
例

交
付
金
事
業
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
県
で
は
、
基
金

を
造
成
し
、
平
成
18
年
度
か

ら
３
年
間
こ
の
事
業
に
取
り

組
む
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

現
段
階
で
、
県
の
事
業
内
容

や
市
町
村
へ
の
交
付
額
等
が

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
県
に

対
し
、「
活
字
読
み
上
げ
装
置

の
設
置
」
に
つ
い
て
要
望
し

て
い
る
。

藤井 幸介 議員
（無会派）

格
差
社
会
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解

役
所
業
務
の
効
率
化
と
経
費
の
節
減

時
間
外
勤
務
の
縮
減
に
努
力
す
る

視視
覚覚
障障
害害
者者
へへ
のの
対対
応応

�
　
市
長
は
、
昨
年
12
月
の

定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
19

年
度
は
、
総
合
支
所
長
に
予

算
と
権
限
を
与
え
て
総
合
支

所
を
充
実
す
る
と
答
弁
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
権
限

を
与
え
て
総
合
支
所
を
強
化

す
る
の
か
伺
う
。

Ａ
（
市
長
）
総
合
支
所
長
に

は
、
地
域
課
題
の
解
決
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
総

合
支
所
長
権
限
で
執
行
で
き

る
予
算
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
総
合
支
所
職
員
へ
の
指

揮
・
命
令
の
権
限
を
明
確
化

す
る
こ
と
で
、
総
合
支
所
の

業
務
の
円
滑
な
推
進
体
制
づ

く
り
が
図
れ
る
と
考
え
る
。

�

地
球
温
暖
化
の
問
題
に

お
い
て
、
森
林
の
果
た
す
役

割
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

市
の
森
林
整
備
事
業
計
画
、

公
共
施
設
の
木
造
建
築
と
地

元
産
材
を
活
用
し
た
整
備
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
（
産
業
部
長
）
平
成
19
年

度
森
林
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
造
林
が
28
�
、
下
刈
り

が
103
�
、
除
間
伐
が
334
�
の

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
の
木
造
建
築
と

地
元
産
材
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
活
用
事
業
と
し

て
、
東
和
総
合
支
所
改
築
事

業
、
本
舘
市
営
住
宅
建
替
事

業
、
石
鳥
谷
中
学
校
の
柔
剣

道
場
の
改
築
事
業
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。

若柳 良明 議員
（平和環境社民クラブ）

格
差
社
会
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解

総
合
支
所
長
の
権
限
の
強
化
は

予
算
配
置
と
指
揮
命
令
権
の
明
確
化

森森
林林
のの
整整
備備
とと
活活
用用

�
　
地
球
温
暖
化
を
防
止
す

る
森
林
の
健
全
育
成
と
間
伐

材
な
ど
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
」

を
中
心
と
し
た
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
（
※
）
の
推
進

と
循
環
型
社
会
の
構
築
に
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

Ａ
（
生
活
環
境
部
長
）
現
在
、

策
定
調
査
を
進
め
て
い
る

「
環
境
基
本
計
画
」
に
お
い

て
、
各
般
各
界
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
、
地
球
温
暖
化
防
止
や

循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
を
計
画
に

盛
り
込
み
、
推
進
を
図
っ
て

い
く
。

�

中
心
市
街
地
の
再
生
を

狙
い
に
、
徒
歩
圏
内
に
商

業
・
文
化
な
ど
の
都
市
機
能

を
集
中
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
考
え
方
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。
ま
た
、
中
心
市

街
地
の
人
の
流
れ
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
公
共
施
設
の

配
置
に
つ
い
て
、
再
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

Ａ
（
市
長
）
さ
ま
ざ
ま
な
都

市
機
能
を
適
正
に
集
約
し
て

い
く
方
向
性
は
間
違
っ
て
い

な
い
し
、
近
郊
の
農
地
や
緑

地
の
保
全
が
図
ら
れ
る
効
果

も
あ
る
と
考
え
る
。
公
共
施

設
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
策
定
す
る
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
づ

け
て
検
討
し
て
い
く
。

近村 晴男 議員
（花巻クラブ）

格
差
社
会
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進

環
境
基
本
計
画
に
取
り
入
れ
て
推
進

中中
心心
市市
街街
地地
のの
考考
ええ
方方

天井に設置された「音声案内誘導設備」は、専用の送信機を持っ
た視覚障害者の方に福祉事務所の窓口であることを音声でお知ら
せします（保健福祉部地域福祉課）

市の農政課と花巻農協とのワンフロア化が実施されました

現在建設中の「大迫中心市街地活性化施設」

※「バイオマスタウン」＝再生産可能な有機性資源（化石資源以
外）の発生から利用までが効率的なプロセスで結ばれ、安定かつ
適正な利活用が行われる地域

地元産材を活用して建設された大迫総合支所


